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運行内容 運行期間 運行の内容 運行日数合計

準備運行
２月６日(木)～２月１４日(金)
（土日祝除く）
9時～17時

自動運転車両にて自動走行を主に調整運行を行う。
走りながら適宜安全な場所で停止し、システム調整
を都度実施予定。

６ 日間

関係者試乗運行
一般運行

２月１５日(土) 9時～17時
※空港20周年イベントとコラボ

実証実験本番。試走便1,2本及び、試乗便15本程度を
想定。

１ 日間

その他
10月（リスクアセスメント・
データ取得各1日）

※一般乗用車

・リスクアセスメント
（10/18、21、25のいずれかで調整中）
運行前にルート上のリスクポイントを調査する。調
査のためにルート上を一般乗用車で走行し、該当箇
所があれば適宜車両を停止させ、撮影等を行う。

・データ取得
（10/28～31のいずいれかで調整中）
自動運転に必要な三次元地図データ作成のための
データ収集。一般乗用車に専用キットを搭載し、複
数回ルート上を走行する。

2 日間

■運行期間 ※ルート上を運行する期間

 旅客ターミナルビルとあいち航空ミュージアムを結ぶ自動運転バスの運行実験を行う。
 国土交通省「地域公共交通確保維持改善事業費補助金(自動運転社会実装推進事業)」補助事業
 実施主体として、愛知県、豊山町他によるコンソーシアムを組成

■概要



■運行ルート

 下図のとおり
 旅客ターミナル前ロータリーではバス・タクシー走路を想定
 バス停は旅客ターミナル、及びミュージアム付近の２箇所を予定

凡例

ルート

バス停



■バス停

ターミナル側 ミュージアム側



■使用車両

車両 ティアフォー製Minibus
※BYD社製バス車両を自動運転化

車両サイズ
（ベース車両）

車長×車幅×車高

7,190×2,320×3,050mm

車両定員 25名（自動運転時乗車：16名※運転席
1,スタッフ3を含む）

センシングデバイス LiDAR、カメラ、Radar、GNSS、IMU

自動運転ソフトウェア Autoware

車両速度 70km/h（自動運転時：35km/h）

充電時間 約3時間

■自動運転レベル

 レベル２（運転手が乗車、必要に応じ手動介入）

■利用者・料金

 事前予約、当日（予約なし）の併用 ※主に空港20周年イベント参加者を想定
 無料



■補助事業について

■実施体制

団体名 役割

愛知県航空空港課 事業全体の企画、進捗管理、成果測定等

豊山町
空港外拠点の検討、既存交通との接続検討、

充電設備提供

あおい交通株式会社 事業性検証、交通事業者目線での知見の提供

WILLER株式会社
自動運転車両の調達、自動運転実証実験に係

る全体調整

株式会社ティア

フォー

自動運転技術、FMS及び遠隔監視システムの

提供、オペレータートレーニング、実証運行

愛知県次世代産業室 実証実験に係る所管官庁等との調整支援等

名古屋空港ビル
ディング株式会社

指定管理者としての協力

国土交通省「地域公共交通確保維持改善事業費補助金(自動運転社会実装推進事業)」
↓

 将来的にレベル４での実装を目指し、来年度以降も継続実施予定（補助金の採択状況による）
 第1段階として空港内（旅客ターミナル～あいち航空ミュージアム）でのレベル４実装を目指す
 その後、豊山町内へ拡大（空港～基幹的広域防災拠点間を想定）
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支援・連携 委託・外注 

株式会社ティアフォー 

 

 

愛知県 都市・交通局航空空港課 

参加団体 

・豊山町 

・あおい交通株式会社 

・WILLER 株式会社 
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コンソーシアム


